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顔面皮角 メ一例竝 ニ其成因ニ關スル

組織學的研究補遺

岡山醫科大學第一外科教室(主 任赤岩博士)

岡 山 醫 學 士

廣 田 吉 太 郎 述

緒 言

皮 角 トハ皮膚 ノ角層 ノ異常増殖 ニ基 因 スル疾 患 ニ シテ,古 來歐洲諸國 ニハ多

數 其實驗例 ノ報告 ヲ見 ルモ,我 ガ國 ニ於 テハ余 ノ寡 聞其例甚 ダ蓼 々タ リ.而 モ

之 ガ發生 ノ初期 ニ於 ケル組 織學的 方面 ノ研 究 ニ關 シテハ詳 述 セル 記載 ニ乏 シ.

余 ハ我 ガ教室 ニ於 テ偶 々顔面 ニ一奇觀 ヲ呈 セル皮角 ノ一例 ニ遭遇 シ,臨 牀上 ノ

所 見竝 ニ發 生初期 ニ於 ケル組織 學的檢 索 ヲ行 ヒタル ヲ以 テ茲 ニ之 ヲ報告 セン ト

ス.

一 自家實驗例 及 ビ皮角 ノ臨床的一般觀察.

(イ)自 家實驗 例.

患 者.江 見 某 男. 77歳 ノ農 夫.

主 訴.左 側 鼻 部 ノ腫 瘍.

既 往 症.患 者 ハ生 來健 全 ニ シテ36歳 ノ時 結 婚 ス,配 偶 者 ハ嘗 テ徴 毒 ヲ患 七 シ ト言 フ,患 者 自 身 ハ44

歳 ノ時 黴 毒 ニ感 染 セ シ ト言 フ.

本 症 ハ4年 前 左 側 鼻 翼 ノ 中央 部 及 ビ顔 面 ヲ山 中 ニ テ柴 苅 ノ仕 事 ニ從 事 セ ル際 常 ニ屡 々樹 枝 ニ テ打撲 ヲ

蒙 リ,其 當 時 ハ別 段 腫 脹 モ無 カ サ シガ,間 モ ナ ク該 部 ニ漸 次疣 状 ノ隆 起 ヲ生 ジ,次 第 ニ増 大 シテ其根 部

ニ掻 痒 感 ア リシ ヲ以 テ,患 者 自 ラ之 ヲ切 取 リタ リ.然 ルレニ此 疣 状物 ハ再 ビ増 大 ス ル傾 向 ア リ.大 正10年

再 ビ自 ヲ切 除 セ シ モ全 ク治 癒 セザ ルノ ミナ ヲ ズ,漸 次 延 長 増 大 シ テ共 尖 端 ハ負 化 ノ状 ヲ呈 ス ル ニ至 リタ

リ ト言 フ.然 ル ニ疼 痛,熱 發 其 他 著明 ノ 困難 症 ナキ ヲ以 テ共 儘 ニ放 置 セ シ が,大 正11年6月 頃 該 腫 瘍

ノ左 上方 ニ更 ニ1箇 ノ同 様 ノ隆 起 物 ヲ生 ゼ リ.之 等 ノ腫 瘍 ハ夜 間 ニ輕 度 ノ〓 痒 ヲ感 ズ ト言 フ.

現 症.體 格,管 養 共 ニ中 等 度.四 肢 ノ爪 甲 ハ肥 厚 シ縱 溝 ア リ.時 ト シテ 白 然 ニ脱 落 ス ト言 フ.口 腔

粘 膜 舌 等 ニ異 常 ナ シ.胸 部並 ニ腹 部 臟 器亦 著 變 ナ シ.脉 搏 正 整,中 等大,緊 張 ス.食 慾 可 良,便 通1日

1乃 至2行.睡 眠 ノ〓 痒 ノ爲 メ屡 々妨 ゲ ラル.膝 蓋 腱 反 射 尋常.ワ ツ セ ルマ ン氏 反 應 強 陽 性.

局 所 所 見.左 側 鼻 翼 ノ 中央 部 ニ高 サ約2,5糎,周 圍6糎 ノ 角様 ノ モ ノ ア リ.共 周 圍 ノ皮 膚 ハ肥 厚 シ

紫藍色 ヲ呈 ス.其 形鼻部 ヨリ著 シク突 出シテ圓柱状 ヲ呈シ.尖 端 ハ不規則ニ分岐 シ峻峯状 ヲナス.尚 ホ

其左上方 ニ同様ノ像 ヲ呈 セル長サ約1,8糎,周 圍5糎 ノ隆起物ア リ.之 等ノ腫瘍 ハ其色一般 ニ黄褐色ニ
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シテ硬度 ノ軟骨 ヨリ稍柔軟 ナリ(第 四圖及ビ第五圖參照).尚 ホ同側ノ眉毛部 ノ外縁 ニ於テ外眼角ノ附

近ニ之等ノ腫瘍 ノ初期 トモ思ハルル褐色小指頭大ノ斑點 アリ.該 斑點 ヲ精細 ニ檢査 スルニ此部 ノ皮膚 ハ

乾燥 シ著 シク肥厚 シ.其 表面粗〓 ニシテ所々微細 ナル角化様 ノ小點 アルテ認ム(第 四圖參照).

手術竝ニ經過.大 正12年3月29日 「バンカイ ン」局所麻醉ノモ トニ皮角 ヲ周圍ノ皮膚及 ビ基底部

ノ皮下組織 ト共ニ切除シ,創 部ハ之ヲ全部縫合セリ.尚 ホ皮角初期ノ組織的檢索ノ目的ニテ左外眼角ノ

附近ニ存セル斑點ノ一部ヲ切除セリ.創 部ハ何レモ第一期癒合ニヨリ術後二週間ニシテ全治退院ス.

(ロ)皮 角 ノ臨 牀 的 一般 觀 察.

(1)皮 角 ノ形 状 及 ビ大 小.

皮 角 ハ其 形 圓柱 状,圓 錘,鈍 圓錘 或 ハ三稜 形 ヲ呈 シ,其 發 生 ノ初期 ニハ,圓

錘 形 ニ眞 直 ニ伸 ビ,延 長 スル ニ從 ヒ テ彎 曲 シ螺 旋 状 ヲ呈 スル モ ノ多 シ.或 ハ又

多 少 捻 轉 セル モ ノ ア リ,又Rodriguenz, Caurtoisノ 例 ハ共尖 端 分 岐 シ テ樹 枝 状

ヲ呈 スル モ ノ ヲ見 タ リ,表 面 ハ多 クハ溝 状 ヲ呈 シ,不 規 則 ニ シテ凹 凸 状 トナ リ

平 滑 ナル モ ノ稀 ナ リ.其 尖 端 ハ何 レモ鈍 ニ シテ尖 状 ヲ呈 スル モ ノ稀 ナ リ.基 底

ハ深 ク皮膚 ニ侵 入 セル ヲ見 ル.其 大 サバ種 々ニ シテ其 大 ナル モ ノハLebertノ 報

告 セル 長 サ2乃 至4「 ツオル」, Dubrandy及 ビAlibertノ 報 告 セル,後 頭 部 ニ發

生 セル21糎 ノ長 サ ヲ有 スル モ ノ及 ビDumonceauノ 報 告 セル24糎 ノ皮 角等 ナ

リ.就 中 今 日迄 文 獻 ニ現 ハ レタル 最 長 ノモ ノハHomeノ 報 告 セル30糎 ノ長 サ

ヲ有 スル皮 角 及 ビSuttonノ 報告 シタル,額 面 ニ生 ジタ ル 皮 角 ガ腮 部 迄 下垂 セル

例 ノ如 キ ハ最 モ稀 有 ナル モ ノ ニ屬 ス.余 ノ例 ハ2箇 ノ圓 柱 状 ヲ呈 セル 皮 角相 竝

立 シ,其 周 徑 一 ハ6糎,他 ハ5糎 ニ シ テ其 高 サー ツハ2,5糎,他 ハ1.8糎 ニ シ ク

基 底 部 ト尖 端 部 トノ周 徑 ハ殆 ド相 等 シ ク7乃 至8箇 ノ鈍 圓或 ハ樹 枝 ノ如 ク分 列

セル像 ヲ呈 ス一 見峻 峯 乃 至奇 巖 ヲ見 ル 如 キ状 ア リ(附 圖 第 一 圖b及 ビc參 照).

(2)色 調 及 ビ硬 度.

皮 角 ノ色 ハ通 常黄 色 ニ シテ不 透 明 ナ リ.又 屡 々褐 色 乃 至 黒 色 ヲ帶 ブル モノ ア

リ.稀 ニハ光 澤 ヲ放 ツモ ノ ア リ.硬 度 ハ一 般 ニ硬 ク爪 甲 ニ比 シ稍 軟 ナ リ.内 層

ハ外 層 ヨ リ軟 弱 ニ シテ其 硬度 不 均 等 ニ シ テ蝋 脂 様 濕 潤 ア リ.余 ノ例 ニ於 テハ黄

褐 色 ニ シ テ其 硬度 軟 骨 様 ナ リ.

(3)發 生 部 位,敷,年 齡 及 ビ性 的 關 係.

皮 角 ハ多 ク ハ50乃 至70歳 ノ間 ニ發 生 シテ,男 子 ヨ リモ女 子 ニ多 キガ如 シ.

即 チErasmus-wilsonノ 集 メタル90例 ニ就 テ女 子 ニ發 生 セル モ ノ51例,男 子 ニ
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發 生 セ ル モ ノ39例 ナル ヲ見 タ リ.然 レ ドモ例 外 ト シテ幼 兒 又 ハ幼 年 者 ニ發 生

スル事 ア リ.余 ノ例 ニ於 テハ77歳 ノ男 子 ニ發 生 セル モ ノ ナ リ.發 生 部 位 ニ關

シ テハ 頭 部 及 ビ顔 面 ニ發 生 スル モ ノ多 シ之 ヲ諸 家 ノ統 計 ニ微 スル ニLebertハ

109例 中頭 部,顔 面及 ビ顯 〓 部 ニ發 生 セル モ ノ59例.四 肢 ニ發 生 セル モ ノ19

例.躯 幹 ニ發 生 セル モ ノ7例.陰 莖龜 頭 ニ發 生 セル モ ノ6例.陰 嚢 ニ發生 セル

モ ノ2例.其 他 ノ部 位 ニ發 生 セル モ ノ16例 ヲ算 セ リ. Lozesノ 統 計 ニ ヨ レバ

52例 ノ皮 角 中15例 ハ頭 部. 8例 ハ顔 面. 18例 ハ四肢. 8例 ハ躯幹. 3例 ハ陰 部

ニ發 生 セル ヲ見 ル. Erasmus wilsonハ90例 ノ皮 角 ニ就 テ48例 ハ頭 部. 4例 ハ

顔面. 4例 ハ鼻 部. 3例 ハ四肢. 6例 ハ背 部. 5例 ハ陰 部. 9例 ハ躯 幹. 11例 ハ

其 他 ノ部 位 ニ發 生 セル ヲ見 タ リ.即 チ頭 部 及 ビ顔 面 ニ發 生 スル モ ノ多 ク四肢 躯

幹 陰 部 之 ニ次 グ.余 ノ例 ハ顔 面 殊 ニ鼻 部 ニ發 生 シタ ル モ ノ ナ リ.

皮 角 ノ數 ニ關 シ テハ孤 立 性 ナル モ ノ ア リ或 ハ 多 發性 ノモ ノ ア リ. Lewinハ 一

患 者 ニ就 テ16箇. Lebertハ12箇. Heschハ8箇. Ingrassis und Hildanusハ16

箇 ノ皮 角 ガ多 發 セル 例 ヲ報 告 セ リ.就 中Mansuroffハ18歳 ノ女 子 ニ就 テ大 小

133箇 ノ 皮角 ヲ有 セ シ例 ヲ報 告 セ リ.余 ノ例 ハ2箇 ノ廣 キ基 底 ヲ有 スル皮 角 ガ

互 ニ相 接 シテ生 ジタ ル モ ノ ニ シテ,尚 ホ顔 面 ノ他 ノ部 位殊 ニ左外 眼 角 ノ附 近 ニ

皮 角 初 期 ノ像 アル ヲ見 タ リ.

從 來皮 角 ニ關 スル 報 告 例 ヲ見 ル ニ,歐 洲 各 國 ニ テハ其 全 數200例 ヲ算 スル モ,

本 邦 ニ於 テハ其 報 告 例 甚 ダ稀 ニ シテ,明 治39年 皮 膚 科 學 會 ニ於 テ笹 川 氏 ガ報

告 シタル 例 ヲ嚆矢 トス.氏 ノ例 ハ左 側 乳 房 ノ外 縁 ニ發 生 セル 乳 頭 大 ノ皮 角 ナ リ

キ.尚 ホ 岡村 氏 ハ同側 乳 房 ノ右 方 約3糎 ノ部 位 ニ同 ジク乳 頭 大 ノ皮 角 ヲ見 タ リ

ト云 フ.爾 來 僅 カ ニ十 數 例 ノ報 告 アル ニ過 ギ ズ而 モ本 例 ノ如 キ稀 有 ナル モ ノハ

其 報 告 例 ヲ見 ズ.

(4)成 長及 ビ轉機.

皮角 ハ普 通 ハ徐 々 ニ成 長 ス ト雖 モ,時 トシテ短 時 日ノ 間 ニ急 ニ増 大 スル モ ノ

ア リ.通 常2乃 至3糎 ノ高 サニ達 スル ニハ, 1箇 年 ヲ要 ス. Dubreichハ 迅 速 ニ

成 長 スル モ ノ7例 ヲ翠 ゲ何 レモ2乃 至3週 日 ニ シテ6乃 至7糎 ニ達 セル モ ノ ヲ

報 告 セ リ.又Pickハ8箇 月間 ニ9糎 ノ成 長 ヲ遂 ゲ タ ル皮 角 ノ1例 ヲ見 タ リ ト云

フ.余 ノ例 ハ其 成 長比 較 的 徐 々 ニ シテ1箇 ハ約2箇 年半 ニ シテ,其 高 サ2,5糎.

 1箇 ハ約10箇 月 ニ シテ,其 高 サ1,8糎 ニ達 セル ヲ見 タ リ.
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皮 角 ノ轉 機 ニ關 シテハ動 物 ノ角 ノ如 ク一 程 度 ノ大 サ ニ達 シ ク自然 ニ脱 落 シ然

ル 後 再 發 ヲ反 覆 スル 毛 ノ ア リ.即 チMarcusハ3例 ノ皮 角 ニ就 テ何 レモ再 發 シ

タ ル例 ヲ報 告 セ リ.又 手 術 後殘 存 セル基 底 部 ヨ リ屡 々再 發 スル モ ノ ア リ,而 シ

テ是等 再 發 ハ 多 クハ1箇 年 後 ニ來 ノレモ, Sammeringハ 週 期 的 ニ再 發 セ シ例 ヲ見,

 Schauffardハ4乃 至5週 ニ シテ再 發 セ シ例 ヲ見 タ リ.皮 角 ヲ根 治 的 ニ切 除 セル

後 ニ屡 々該 部 ニ癌 腫 及 ビ上 皮腫 ヲ發 生 スル 事 ア リ. Lebert und Birlloth等 ハ何 レ

モ皮 角 ノ手術 後 二於 ラ癌 腫 ノ發 生 ヲ 見 タ リ.就 中Lebertハ 皮 角 ノ12%ニ 就 テ

上 皮 癌 ノ發 生 ヲ見 タ リ ト云 フ.

(5)症 候,診 斷 及 ビ療 法.

皮 角 ノ初 期 ハ疼 痛 又 ハ認 ムベ キ困 難 症 ヲ缺 如 セル モ,漸 次 成 長 スル ニ從 ヒ器

械 的 ノ刺 戟 ニ ヨ リ局 所 竝 ニ其 周 圍 ニ輕 度 ノ疼 痛 ヲ惹 起 スル 事 ア リ.又 其 成 長 ニ

件 ヒ重 サヲ感 ズノレニ至 ル.多 發 性 ノ場 合 ハ生 殖 不 能 ノ原 因 トナ リ,〓 痒 感 甚 シ

キ際 ハ,惡 疫 質 ニ陷 ル事 ア リ.即 チHildanusハ 若 キ女 子 ニ多數 ノ皮 角 ガ背 部

及 ビ四肢 ニ發 生 セル 例 ニ就 テ,何 等 認 ムペ キ原 因 ナ ク シテ,惡 疫 質 ニ陷 リ遂 ニ

死 亡 セル例 ヲ見 タ リ ト云 フ.又Cruveilhiersハ 下 肢 ニ1乃 至1,5「 ツオル」ノ長

キ皮 角5乃 至6箇 ヲ生 ジタル 例 ニ就 テ,歩 行 不能 ヲ來 シタル ヲ見 タ リ ト云 フ.

皮 角 ノ診 斷 ハ外 形,色 調,硬 度等 ノ特 異 ノ徴 候 ニ ヨ リ甚 ダ容 易 ナ リ.

療 法 ニ關 シ テハ,自 然 ニ脱 落 シク治癒 スル モ ノ アル モ,再 發 ヲ來 ス ヲ以 テ手

術 的 ニ皮 角 ヲ其 基 底 部 ヨ リ深 ク切 除 スル ヲ以 タ根 治療 法 トス.尚 ホ切 除 セル 創

部 ハ硝 酸 銀 ニ テ腐 蝕 ス ル モ可 ナ リ.

二 皮 角 ノ 成 因.

皮 角 ハ皮膚 ノ角 質 ノ異 常増 ニ ヨル疾 病 ニ シ テ其 成 立 ニ關 シ種 々 ノ臆 説 ア リ.

(1)高 年 者 ニ發 生 スル モ ノ多 キ ヲ以 テ一 種 ノ腫 瘍 ト見做 ス説.

(2)多 發性 幼 年 性 皮 角 ノ出現 スル 事 實 ヨ リ先 天 性 ノ母 班 ト同 様 ニ考 フル

説.

(3)傳 染性 基 礎 ノ モ トニ發 生 ス ト言 フ説.即 チLewinハ 所 謂黴 毒 性皮 角 ヲ

是 認 セ リ.又 淋 毒 ニ原 因 スル モ ノ ア リ ト云 フ,但 シ淋 菌 ノ直 接 作 用 ニ

非 ラズ シク其 毒 素 ノ作 用 ニ ヨ リ皮 角 ヲ發 生 ス ト云 フ説.

(4)器 械 的 竝 ニ化學 的 ノ刺 戟 ニ ヨ リ發 生 ス ト云 フ説.

等 ア リ而 シ テ其 發生 ハ健 全 ナル皮 膚 ヨ リ或 ハ 母班,乳 嘴 瘤,嚢 腫,粉 瘤 腫,上
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皮 腫,肉 腫,狼 瘡,瘢 痕 乃 至 色 素 性 乾 皮 症 等 ノ病 的組 織 ヨ リ生 ズ.而 シテ諸 家

ハ各 自其 實驗 例 ヲ報 告 シ居 レ リ.

之 ヲ要 スル ニ其 原 因 ニ就 テハ今 日尚 ホ不 明 ナル モ,余 ル例 ニ於 テハ打撲 ガ誘

引 的原 因 ニ シテ既往 黴 毒 亦 之 ガ發 生 ニ原 因 的 關係 ヲ有 スル モ ノ ノ如 シ.尚 ホ其

發 生 原 因 竝 ニ組 織 學 上 ノ檢 査 及 ビ皮 角 ノ形 成,構 造 ニ就 テ從 京 ノ文獻 竝 ニ余 ノ

檢 索 ヲ略 述 ス レバ次 ノ如 シ.

三 發 生 原 因.

抑 モ皮 角 ハWilsonニ ヨ レバ,分 泌 題 剩 ナル皮 脂 腺 ヨ リ發 生 ス ト言 ヒ. Klenke

ニ ヨ レバ膠 着 毛 髪 ノ一 部 ヨ リ形 成 セ ラル ル モ ノ ナ リ ト言 フ. v. Frankeモ 此 説 ニ

賛 同 セ リ然 ル ニ之等 ノ説 ハ後 日顯 微 鏡 的所 見 ニ ヨ リテ誤 謬 タ リ シコ トヲ認 メ ラ

ル. Rindfleisch und Unnaハ 陳 舊性 ノ毛 嚢 ヨ リ發 生 ス ト稱 シ,而 シテ氏 等 ハ老 入

ノ顔 面 ノ皮 膚 毛嚢 ヨ リ小 ナル皮 角 ヲ形 成 セル例 ヲ報 告 セ シモ,之 等 ハ眞 正 ル皮

角 ニ非 ザ リキ.何 トナ レバ毛 嚢 ハ單 ニ皮 角 形成 ニ偶 然 關 與 セル現 象 ニ外 ナ ラズ

ト認 メ ラル. Spietschkaハ 皮 脂 腺 及 ビ汗 腺 ハ屡 々皮 角 ル形 成 ニ關 與 シ之 等 ノ腺

ヨ リ分 泌 セ ラルル 液状 ノ産生 物 ハ角 塊(Hornmesse)ノ 中 心 部 ニ誘 導 セ ラルル コ

トアル モ,斯 ル 現 象 ハ皮 角 形 成 ニ關 シ テ必要 ナル條 件 ニ非 ズ ト言 ヘ リ. Veress

ハ毛 嚢 ガ異 常 ニ角 化 シ,其 擴 張 セル腔 内 ヲ充 タ ス角 板(Hornlamellen)ヨ リ固有

ノ皮 角 ニ變 化 セル モ ル ヲ觀 察 セ リ.而 シテ氏 ハ皮 角 ヲ分 類 シテ眞 正 皮 角 及 ビ假

性 皮 角 ニ分 チ,眞 正 皮 角 トハ,主 トシ テ高年 者 ニ發 生 シ,其 形 圓錘,圓 柱 ノ外

觀 ヲ有 シ,乳 嘴 状 トナ リ,乳 頭 ノ上 部 ニハ髓 質 ヲ包 含 シ,其 尖 端 ハ凹 凸 不平 ル

小 部 分 ニ分 割 セ ラ レ,其 末 端 ニ髓 質 ヲ有 スル ヲ特 異 ノ現 象 トス.而 シテ各髓 質

中 ニハ多 ク ル核 ヲ有 シ發 生 ノ初期 ニハ完 全 ナル 角 ヲ形 成 セザ ル モ,漸 次 角化 シ

テ多數 ノ尖 鋭 ナル 連峯 状 ヲ呈 ス ル角 ヲ完 成 ス.又 眞 正皮 角 ハ稀 ニ幼 年 性 多發 性

角 皮 症 ト シテ幼 少 ナ ル女 子 ニ多 發性 ニ現 ハル ル事 ア リ,恰 モ多 發性 ル疣 ノ如 キ

状 ヲ呈 スル事 ア リ.又 眞 正皮 角 ノ異 型 テ シ テFibrokeratomナ ル モ ノ ア リ.之 ハ

屡 々老 年者 ル頸 部,顔 面 及 ビ眼瞼 等 ニ現 ハルル 纖 弱 ナル 其 長1糎 迄 ノ乳 嘴 状 ヲ

呈 セル絲 状 ノ息 肉 ニ シ テ髓 質 形成 ヲ有 スル モ ノ ア リ.假 性 皮 角 トハ其 形 眞 正皮

角 ニ酷 似 セル モ乳 嘴 状 ノ構 造 ヲ有 セズ,且 髓 質 ヲ缺 如 セル モ ル ニ シテ,屡 々陰

部 ニ發生 シ棒 状,肉 状 體 ヲ呈 シ,甚 シク大 ナル モ ノ ア リ,其 他 假性 皮 角 ニ屬 ス

ル モ ノ トシテ,疣 ノ角 化 セル モ ノ ア リ.之 ハ其 状 眞 正皮 角 ニ酷 似 スル モ概 シテ
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其 構 造 不規 則 ナ リ.

從 來 皮 角 發生 竝 ニ其 組 織 學 上 ル所 見 ニ關 シ テハ諸 家 ノ説 區 々 ニ シテ各 自其 意

見 ヲ異 ニス ト雖 モ,諸 家 ル説 ヲ綜 合 スル ニ大體 ニ於 テ2箇 ノ見 解 ニ節 着 ス.即

チ皮 角 ノ發 生 ハ第 一上 皮 ノ原 發増 殖 ヲ主 體 トシ,乳 頭 ノ増 殖 之 ニ隨 伴 ス ト言 フ

説,第 二乳 頭 ル原 發培 殖 ヲ本 態 ト シ,次 デ上 皮 ノ増 殖 ヲ來 スモ ノ ナ リ トノ説 之

ナ リ.

前 者 ニ左 袒 セル 諸 家 ハAuspitz, Lebert, Batge, Unna, Dubreullh, Boas, Mi

twalsky, Giese, Jastrebow等 ニ シ テ,後 者 ニ左 袒 ネル モ ル ハRindfleisch, Virchow,

 Forster, Pick, Berg, Franke, Schobl, Kutscher, Spietschka, Natanson, Herxheimer,

 Hildebrand, Ballaban, Lagrange, Ribbert, Hessberg等 ナ リ.

今 諸 家 ノ説 ヲ略 説 ス レバ次 ノ如 シ.

(1)上 皮 基 因 説.

Batgeハ 自 己 ノ經 驗 例 ヲ引證 シ,上 皮 基 因 説 ヲ主張 ス.即 チ氏 ハ66歳 ル男 子

ノ4週 以内 ニ皮 角 ヲ生 ジタル例 ニ就 テ,乳 頭 ニ全 ク變 化 無 キ ヲ見 タ リ.又17歳

ノ露 人 ニ發生 セル3箇 ノ皮 角 ニ就 テ,組 織 學 的 檢 索 ニ ヨ リ該皮 角 内 ニハ結 締 織

ノ存在 ヲ認 メズ加 之 角 塊 ガ表 皮 細 胞 ノ ミヨ リナ レル ヲ見 タ リ.而 シテ乳 頭 ハ單

ニ皮 角 ノ外 側 ニ於 テ著 シク發 育 セル モ其 基 底 部 ニハ全 ク消 失 シ居 レ リ ト言 フ.

尚 ホ氏 ハ他 ノ皮 角 例 ニ於 テ上皮 ガ眞 皮 中 ニ突 進 シテ之 ガ 爲 メ乳 頭 ハ恰 モ鶏 眼 ニ

於 ケル 如 ク扁 平状 ヲ呈 スル ヲ見 タ リ ト言 フ. UnnaハFibrokeratomノ 構 造 上 ヨ

リ皮 角 ル發 生 ニ就 テ上 皮基 因 説 ニ左 袒 セ リ.即 チ氏 ハFibrokiratomハ 先 ヅ既 成

ノ小 ナル纎 維 性小 結 節 ノ部 分 ニ發 生 機 轉 ヲ有 シ,結 節 内 ノ細胞 ガ異 常 ル増 加及

ビ固 ク密 集 スル事 ニ ヨ リ周 圍 ノ角層 ハ集 團 シテ椎 状 突 起 乃 至 「コル ペ ン」状 トナ

リ,纎 維 性結 節 ル中心 部 ニ向 ヒ外 方 ヨ リ侵 入 シ,然 ル 後漸 次 表皮 細胞 ル増 殖 ヲ

螢 ミ,之 ガ爲 メ結 締織 ハ單 ニ他 働 的 ニ延 長 セ ラ レ長 キ結 締 織 匐枝 ヲ形 成 ス.斯

ク シテFibrokeratomノ 成 立 ニ ハ纎 維性 小結 節 ノ形 成 ヲ必 要 條 件 トシ既 成結 締 織

ノ増 殖 ガ表 皮細 胞 ノ増 殖 ヲ催 進 セル モ ノ ト説 明 セル ノ士 アル モUnnaハFibro

keratomノ 成 立 ニ開 シ上 皮 増殖 ガ主體 ナル 事 ヲ述 べ居 レ リ. AuspitzハUnnaノ

説 ニ賛 同 シテ陳 舊性 皮 角 ニ就 テ組 織 學 上乳 頭 ハ先 ヅ始 メニ増 加 セル上 皮 ノ器械

的 刺 戟 ニ ヨ リテ生 ゼ ル モ ノ ナル 事 ヲ見 タ リ. Boasハ 牛 眼 ル角 膜 ニ生 ジタ ル 皮 角

ノ組 織 學 的 所 見上 角膜 ニハ 認 ムベ キ乳 頭 無 ク シテ,純 粹 ル上 皮 性 構 造 ヲ有 スル
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點 ヨ リ乳 頭 形 成 ヲ否 定 シ,以 テ乳 頭基 因説 ニ反 對 セ リ.然 ル ニSpietschkaハ 同

様 ル例 ニ於 テ皮 角 ハ明 カ ニ乳 嘴 状 ニ シテ其 下 部 ニ存 スル角 膜 ガ「バ ンヌ ス」状 ト

ナ リ之 等 ノ「バ ンヌ ス」ハ角膜 表皮 ノ ミナ ラズ結 膜 ニ乳 頭 及 ビ乳 嘴 状 ノ増 殖 ヲ形

成 シ得 ル モ ノ ト説 明 シ, Boasル 説 ニ反 對 セ リ. Mitwalskyハ40歳 ノ女 子 ノ下 眼

瞼 ニ發 生 セル 長 サ約4,2糎 ノ皮 角 ニ就 テ之 ヲ檢 索 シ乳 頭 形成 ヲ認 メタ ル モ之 等

ノ像 ハ結 締 織 中隔 ヲ備 へ,皮 角 ノ成 長 ニ必 要 ナル營 養 血管 ヲ有 スル爲 メニ生 ジ

タル モ ノ ニ シテ,完 全 ナル乳 頭 ト稱 スベ キニ非 ズ ト シ,以 テ氏 ハUnna, Batge,

 Auspitzノ 説 ニ賛 成 シ,更 ニ次 ノ意 見 ヲ附 加 セ リ.即 チ皮 角形 成 ハ棘 状細 胞 ガ或

病 的 状 態 ヲ呈 セル部 位 ニ,限 局 性 ニ増 殖 ヲ營 ム事 ニ ヨ リテ生 成 セ テル ト言 フ.

而 シ テ棘 状 細 胞 ノ下 部 ニ存 ス ル結締 織 ニ 向 ヒ「コル ベ ン」状 乃 至 盃 状 ノ棘 状 細 胞

集 團 ノ侵 入 ニ ヨ リ結 締 織 ハ之 ガ爲 メ索 状 或 ハ中 隔 状 ニ變 化 シ而 シテ表 層 ノ棘 状

細 胞 ヨ リ漸 次 角 化 シ始 メ,「 コル ベ ン」状 棘 状細 抱 ノ集 團 ノ中 央 部 ニ進 ミ栓 状 ト

ナ リ,細 胞柱 ノ基 底 ノ附 近 マ デ角 化 ス.而 シ テ結 締織 索 ニ接 セル 棘 状 細胞 バ角

化 セズ ト言 フ.

(2)乳 頭 基 因 説.

此 ノ説 ヲ唱 フル モ ノハ乳 嘴 状 皮 角 ノ組 織 學 的 所 見 ニ於 テ屡 々現 ハル ル 長 ク延

長 セル乳 頭,或 ハ結締 織 索 ニ重 キ ヲ置 キ,是 等 ノ像 ハ眞 皮 内 ニ侵 入成 長 セル表

皮 細 胞 盃 ニ ヨ リ テ生 ゼ ル空 間狹 隘(Raummangel)ノ 爲 メ ニ生 ジタル モ ノ ニ シテ,

能 働 的 ノ作 用 ヲ有 スル血 管 及 ビ乳 頭 ノ異 常 増 大 ニ ヨル モ ノ トセ リ. Rindfleisch

ハ皮 角 ノ發 生 ニ關 シ皮 膚 乳 頭 ガ第 一必 要條 件 タ ル コ トヲ主 張 シ,實 際 上 屡 々瘢

痕 上 ニ生 ゼ ル皮 角例 ニ就 テ乳 頭體 ハ皮 角 發生 ノ初 期 ニ大 ナル意 義 アル モ ノ トセ

リ. Pickハ 陰 莖 ノ乳 頭 角化 ニ ヨル皮 角 ヲ見 テ其 本 源 ヲ乳 頭 増殖 ニ ヨル モ ノ ト見

做 セ リ. Franksハ 粉 瘤 ニ皮 角 ノ發生 シタ ル例 ヲ記載 シ,就 中比 較 的 大 ナル 角 ハ

皮 角 ノ尖 端 迄 聳 立 セル乳 頭 ヲ有 シ,之 ニ附 隨 シ テ多 ク ノ小 ナル樹 枝 状 ヲ呈 セル

乳 嘴 ヲ有 シ,是 等 ノ乳 嘴 ハ互 ニ擴 張 セル 血 管 網 ヲ備 へ,皮 角 ノ周 圍 ニモ亦乳 嘴

性 増 殖 アル ヲ見 タ リ.而 シ テ氏 ハ結 締 織,乳 頭 及 ビ血 管 ノ増 殖 ハ皮 角 ノ成 立 ニ

對 シ原 發 性變 化 ナ リ ト言 ヘ リ. Spietgchkaハ7例 ノ皮 角 ト2例 ノ角 化乳 嘴 ニ

就 テ檢 査 セ シニ上 皮管 ハ正 常 ノ毛 嚢 部 ヨ リ下層 ノ深 部組 織 ニ侵 入 セル ヲ見 ザ リ

キ.而 シテ上 皮 増殖 竝 ニ増 加 セル 角塊 ハ甚 シク増 殖 セル 乳 頭 ノ上 層 ニ存 スル 事

ヲ見 タ リ.
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以上 二説 ノ外 其 發生 ニ關 シ折 衷 説 ヲ唱 フル モ ノハ, Herx, Hildebrandニ シ テ

氏 等 ハ皮 角 ノ乳 頭 構 成 ニ就 テ,單 ニ眞 皮 ノ乳 頭 ノ ミ之 ニ關 與 スル モ ノニ非 ズ ン

テ,上 皮 細 胞 ノ高 度 ノ新 生 竝 ニ角 化 モ亦 等 シク關與 ス ベ キモ ノ ナ リ ト言 ヘ リ.

而 シテ又 皮 角 成 立 ノ要 約 トシテ乳 頭 無 ク シテ眞 ノ皮 角 ヲ發 生 ス ル コ トナ シ トセ

リ. Kutscher, Borst, Ribbertハ 眞 正 ノ皮 角 發 生 ハ上 皮,眞 皮 ノ共 同作 用 ニ ヨ リ

ク肥 厚 ヲ構 成 セル モ ノ ナ リ ト言 ヒ,上 皮 結締 織 何 レガ其 主體 ヲ ナ スカ ノ疑 問 ハ

小 ナル 皮 角 ニ就 テ檢 ス ベ キ要 ア リ トシ,而 シ テ斯 ル 際 ニハ 常 ニ上 皮 竝 ニ結 締 織

モ共 ニ能 働 的 作用 ヲ營 ムモノ ナ リ ト言 ヘ リ.

四 皮 角 ノ形 成 及 ビ構造.

皮 角 ノ成 立 關係 ヲ精 細 ニ考 究 スル ニ ハ古 キ皮 角 ニ就 テ研 究 スル事 甚 ダ困難 ニ

シ テ,且 其 發 生 原 因 ニ關 シ確 實 ナル結 論 ヲ述 プル事 能 ハ ズ.依 ツテ比較 的 幼 弱

ナル皮角 ニ就 テ檢 査 スル ヲ要 ス.今 皮 角 ノ構 成 ヲ考 察 スル ニ皮 角 ハ皮 膚 ノ或 部

ニ於 テ乳 頭 ノ上 部 ニ限局 性 ノ棘 状疹(Akantose)及 ビ角 化 ヲ生 ジ,同 時ニ眞 皮

ノ増殖 ヲ始 メ,其 表 層 ノ上 皮 ハ多 少 皮 膚 面 ヨ リ陸 起 ス.斯 カル期 間 ニ該部 ノ乳

頭 ハ發育 シ テHyperkeratoseヲ 保 有 スル ニ至 ル,斯 ク シ ク茲 ニ成 立 セル角 板 ハ

剥 離 セザル ノ ミナ ラズ,却 ヅテ其 異 常粘 着性 ニ ヨ リ有核 質 ハ互 ニ相 重 畳 シ,乳

頭 ノ上 部 ニ アル 固 有 ノ角 板 ハ既 ニ早期 ニ於 テ大 ナル 無 構 造 ノ細 胞 ヨ リ成 立 セル

垂 直 ノ配 列 ア リ.之 ヲ髓腔(Markraum)ト 稱 ス,之 等 無 構 造 ノ髓 質細 胞 ハ乳 頭

ノ尖 端 ヲ包 圍 スル棘 状細 胞 ノ壞 死,浸 潤,變 性 ニ ヨ リテ生 ズ.且 始 メハ顆 粒 状

或 ハ硬 固 ナル線 状,纎 維 状 トナ リ,核 ハ泡 状 トナ リテ消 失 シ,或 ハ稀 ニハ細 胞

ノ邊 縁 ニ排 壓 セ ラ レ高度 ノ扁 平状 ヲ呈 メル 事 ア リ.後 ニハ之 等 病 的 上皮 細 胞 ハ

甚 シク腫 脹 シ棘 ヲ失 ヒ其境 界 明 瞭 トナ リ原 形質顆 粒 モ亦 常 ニ細 小 トナル.斯 ク

シ テ細 胞 ハ其 大 サ3乃 至10倍 ニ増 大 シ全 ク無 構 造 ノ明瞭 ナル 邊 縁 ヲ有 スル 圓

形 ノ像 ヲ呈 スル ニ至 ル.而 シテ之 等 ノ細 胞 ハ乳 頭 ノ頭 部 ヨ リ皮 角 ノ尖 端 ニ至 ル

迄1列 乃 至 數 列 ニ配 列 シ屡 々續 發性 ノ變 化 ニ ヨ リ所 々暗 黒 ナル無 構 造 ノ物 質 ト

ナ ル事 ア リ.中 間期 ニ至 レバ乳 頭 ハ高度 ニ擴 張,延 長 ヲ示 シ,眞 皮 ノ血管 ハ擴

張 シ,乳 頭 體 ノ下 方 ニ於 テハ「プ テス マ」細 胞 ノ浸 潤 現 ハ レ,乳 頭 中 ニモ達 ス.

結 締 織 ノ細 胞 浸潤 ハ既 ニ早期 ニ現 ハ レ著 明 ノ變 化 ヲ認 ムル 事 ヲ得.後 ニ角 ハ器

械 的影 響 ノ結 果 續 發的 ニ増 加 シ狼 瘡 性 結 節 ヲ呈 ス.同 時 ニ眞 皮 及 ビ乳 頭 ハ外 力

ノ爲 メ屡 々出 血 ヲ來 シ,基 底 部 ノ乳 頭,結 締 織 ニハ硬 固 ナル角 質 ヲ擔 フ ニ至 ル.

109



-198-

皮 膚 表面 ニ隆 起 セル結 締 織 ハ一時 ハ其 成 長 角 質 ノ内方 ニ停 マ リ然 ル後,表 皮 ノ

増 殖 ト平 衡 ノ増 殖 ヲ營 ムカ,或 ハ表 皮 ノ増 殖 ガ結 締 織 隆 起 ヨ リ著 シク ナ リ,全

角 質 ト共 ニ表 皮 ハ下 方 ニ向 ヒ結 締 織 ニ對 シ テ増 生 セ ラル,斯 ク シテ結 締織 ハ平

等 ニ急 激 ナル 増 加 ヲ營 ム所 ノ上 皮 ノ爲 メ ニ壓 迫 セ ラ レ,眞 皮,表 皮 ノ境 界 ハ皮

角 ノ兩 側 ニ於 テ隆 起 スル モ,其 中央 部 ニア リ テハ噴 火 口状 ニ陷凹 ス.然 ル後漸

次 其境 界 ハ 水平 面 ニ一 致 スル ニ至 ル.

次 ニ皮 角 ル發 生 管 養 ニ就 テハ ー定 ノ週 期,間 歇 乃 至 階梯 ア リ.即 チ皮 角 ヲ垂

直或 ハ種 々 ノ方 向 ニ注 目 ス レバ,下 方 ヨ リ上 方 ニ向 ツテ色 調,硬 度 ノ關係,又

ハ核 含 有量 ノ多 少 等 ニ ヨ リ各相 違 セ ル點 ヲ發 見 シ得可 シ,角 化 ハ伸 展 セル乳 頭

ヲ包 圍 スル 上 皮層 ニモ,漸 次 追 行 シ時 ヲ經 ル ニ從 ヒ テ高 度 トナル.延 長 セル乳

頭 ノ結 締 織 ハ後 ニ至 リテ角 塊 ノ壓 迫 ヲ受 ケ最 後 ニ著 シク退 化 ス.皮 角 ノ發 生 ス

ル ヤ上 皮 ハ著 明 ノ増 殖 ノ結 果 尚 ホ眞 皮 ノ柔 軟 ナル性 質 ニ ヨ リテ二,三 ノ乳 頭 ハ

敗 滅 ニ歸 ス.基 礎 細 胞 列 ハ互 ニ接 シテ活溌 ナル上 皮 萠 芽 状 ヲ呈 シ,上 皮 細 胞 ハ

増 加 シ之 ニ ヨ リテ成 立 セル角 塊 ハ乳 頭 ノ側 方 ニ群 集 シ,其 間 ニ存 スル角 柱 ノ直

徑 ヲ増 加 セ シ ム.其 他乳 頭 間 ノ角 質 ハ上 方 ニ向 ヒ軟 化 シ,皮 角 ハ疎 トナ リ,長

徑 ヲ増 ス.

五 余 ノ例 ニ於 ケル 組織 學 的 所 見.

皮角ノ組織學的檢査ヲ施シ,其 發生原因ヲ研究スルニハ,諸 家ノ述ブル如ク既成皮角ノ組織學的所見

ハ甚ダ不完全タルヲ免レズ.必 ズ皮角發生ル極初期ニ於デ檢査スルヲ要ス.又 既ニ古 キ皮角ニ就デル組

織學的研究ハ諸家ノ記載ニヨリ精細ニ盡サレタルヲ以デ余ハ特ニ本患者ニ就テ,左 側外眼角ノ附近ニ存

セル皮角ル極初期 ト思ハルル前記褐色ノ斑點ニ就テ,組 織學的ノ檢査ヲ行へリ.即 チ該部ノ皮膚ヲ切除

シ,其 小片ヲ直ニセリンカー氏液ニテ固定 シ,「ツエロイヂン」包埋法ニヨリ皮膚面二,垂 直二, 9乃 至10

「ミクロン」ノ切片ヲ作 リ,「ヘマトキシリン」「エナジン」ノ重染色及ビワンギーソン氏染色ヲ施シ檢査

ニ供セリ.而 シテ此組織的所見ラ健康ナル該部ノ皮膚ト對照センガ爲メ, 58歳 ノ男子ニ就デ同側同部位

ノ組織的標本ヲ作製 シデ比較檢査セリ.

健 康 ナル皮 膚 組 織 ノ所 見.

角質ハ數層ノ極メデ稀薄 ナル角板ヨリ成リ.其 層厚平均11,6「 ミクロン」,透明層バ幽微ニシテ幽カ

ニ之ヲ見ル事 ヲ得,顆 粒層ニ著變ヲ認メズ,マ ルビギー氏層ノ細胞及ビ基礎細胞 ハ其配列稍正常ニシデ

核及ビ原形質 ハ正常ノ像ヲ示ス.其 層厚平均49,5「 ミクロン」アリ乳頭ハ其突隆緩ニシテ結締織亦異常

ヲ認メズ(第 一圖參照).
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本 患 者 ノ皮 角 初 期 ニ於 ケ ル組 織 學 的 所 見.

角質ノ肥厚増殖 ハ著シクシテ,角板 ハ相重疊 シ恰 モ薄紙ヲ積 ミ重 ネタル状チ呈 シ,共 層厚37,0「 ミクロ

ン」ニシテ,健 康皮虜 ノ3倍 強 トリ.透 明層 ハ明カニ認 ムル事ヲ得 ズ.顆粒層ハ著 シク「ヘマ トキシリン」

ニ濃染シ,其 層厚9,7「 ミクロン」 ニシテ明 カニ角質及 ビマルヒギー氏層 ト判別シ得.特 ニ此層内ニ見ユ

ル細胞 ハ著 シク膨大シ核 ハ泡状ニ膨脹シテ其周圍 ニハ細胞 ヨリ變質セル物質ニテ包圍 セラレ軈 テ角化ノ

移行像ヲ示ス.マ ルビギー氏層 ハ異常ノ増殖ヲ示 シ,棘 状細胞 ハ不規則 ニ數列ニ配列 シ其形圓形或 ノ類

圓形ニシテ核 ハ泡状 トナリ細胞及ビ核ノ大 サ尋常ノ3乃 至5倍 ニ達 シ,棘 状突起モ消失 セル部分 アリ.

尚ホ組胞 ハ其原形質ニ所々色素顆粒 ル沈着ヲ見 ル又基礎細胞 ハ色素顆粒沈着著明ニシテ細胞 ノ配列 ハ稍

不規則 ナルガ其形何 レモ圓柱状 ヲ呈 シ,「ヘマトキシリン」ニ濃染 ス.マ ルレピギー氏層厚 ハ平均67,5「 ミ

クロン」 ニシテ尋常ノ約1倍 半強ナ リ.次 ニ眞皮乳頭層 ハ結締織 ノ發生健康皮膚ニ比 シテ格別ノ著變 ヲ

示 サズ.又 結締識細胞 ノ浸潤 ヲ認メズ.毛 細管異常ノ擴張ナシ.然 ルニ乳頭 ノ形 ハ稍健康状態 ト異 ニシ

テ,眞 皮 ニ向ヒ増殖 セルマ ルビギー氏層ノ排壓 ニヨリテ其形圓柱状 ヲ呈 セルモノ多 シ.尚 ホマルピギー

氏層ノ比較的薄 キ部分ニハ之 ニ接 セル乳頭層ン結締織纎維 ハ明 カニ認メ得 ルモマルビギー氏層 ノ著シク

肥厚電殖 セル部 分ニ接 セル乳頭層ノ結締織纎維 ハ變質セルモノノ如 シ.斯 クテ乳頭 ハ皮膚ノ表面 ニ向ヒ

突入ル像ナク却 テ基礎細胞ニ接 セル部 ニ於 テ變 質スル像 アルヲ認 ム.

以上ノ所見中著明ノ像 トシテ角層 ハ著 シク發達 シテ,毛 幹ヲ圍繞 シ,其 増殖ノ爲メ顆粒層及ビマルビ

ギー氏層ヲ壓迫 シ,之 ガ爲 メ該兩層ハ深 ク眞皮内ニ陷凹セル像 ヲ示 ス,又 顆粒層 ハ著シク肥厚 シ且緻密

ニシテ明カニ角化 セル移行像ヲ認ム(第 二圖及ビ第三圖參照).

以 上 ノ組 織 學 的 所 見 ニ ヨ リ テ皮 角 ノ 發 生 ヲ考 察 スル ニ,皮 角 發 生 ノ初 期 ニ於

テ ハ乳 頭 ニ ハ何 等 ノ 自働 的 變 化 無 ク 單 ニ表 皮 細 胞 ノ増 殖 ニ ヨ リ排 壓 ヲ受 ケ其 形

状 ニ變 化 ヲ來 ス ニ過 ギ ズ.之 ニ 反 シ テ マ ル ビ ギ ー 氏 層 及 ビ顆 粒 層 ハ異 常 ニ 増 殖

シ其 層 厚 著 シク肥 厚 シ,特 ニ棘 状 細 胞 ハ 膨 大 シ テ變 質 ヲ始 メ顆 粒 層 ニ於 テ著 シ

ク角 化 シ始 ム.斯 ク シ テ角 層 ノ増 殖 スル モ ノ ト認 ム.而 シ テ表 皮 ノ異 常 増 殖 ノ

結 果成立 セル皮角 ハ其増大 スル ニ從 ヒ,乳 頭層 ハ續發的 ノ變化 ヲ惹 起 シ,乳 頭

ハ其形圓〓状 ニ變化 シ,其 部 ノ結締 織 ハ索状 或 ハ中隔状 ニ變 化 シ,遂 ニ皮 角 ノ

髓 ヲ構成 シ,古 キ皮角 ニ於 テハ之等 ノ乳頭竝 ニ結締織 ハ器械 的 ノ刺 戟 ニ ヨ リ表

皮細胞 ノ集 團 ト共 ニ角 質内 ニ相錯走 スル ニ至ル.即 チ余 ノ組織的所見 ヨ リ見 レ

バ表皮基因説 ヲ以 テ正當 ナル解釋 タル事 ヲ唱 ヘ ン トス.尚 ホ最後 ニ皮角 ノ誘 引

的原因 ニ就 キテハ諸氏 ノ説 ア リト雖,余 ノ例 ニ就 キテハ黴毒性體質 ニ加 フル ニ

反 覆 セル器械的刺戟其主因 ヲナ シタル モノ ト考 へ得 ベ シ.
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摘 要.

(1)皮 角 ハ敢 テ稀 有 ナル疾 患 ニ非 ズ シ テ歐 米 ル文 獻 ニ徴 スル ニ其 報 告 例200

存 餘 ヲ算 スル モ,本 邦 ニ於 テハ僅 ニ20例 ニ滿 タ ズ.主 ト シテ高齡 ノ男 子 ニ徐 々

ニ發 生 スル モ ノ多 シ其 大 ナル モ ノハ 長 サ30糎 ニ達 セル モ ノ ア リ.余 ノ 例 ハ77

歳 ノ男 子 ノ顔 面 鼻 部 ニ發 生 セ ル2箇 ノ極 メテ奇 觀 ヲ呈 セル 皮角 ニ シテ, 1箇 ハ

約2箇 年半 ニ シ テ其 高 サ2,5糎, 1箇 ハ約10箇 月 ニ シ テ1,8糎 ニ達 シ,周 徑 ハ

何 レモ5糎 ナ リ.其 色調 ハ黄 褐 色 ニ シテ,硬 度 ハ軟 骨 ヨ リ稍 柔 軟 ナ リ.形 ハ圓

柱 形 ヲ呈 シ,尖 端 ハ不 規 則 ニ分 岐 シ峻峰 状 ヲ呈 ス.特 ニ興 味 アル ハ 同側 ノ眉 毛

部 ノ外 縁 ニ於 テ外 眼 角 ノ附 近 ニ褐 色 斑 點 ヲ呈 セル 皮角 初 期 ノ像 ヲ認 ム.

(2)皮 角 ノ發 生 原 因 ニ就 テハ其 説 區 々 ナ リ ト雖,就 中上 皮 基 因 説 及 ビ乳 頭基

因 説 ヲ以 テ主 要 ナル 學 説 トス.余 ノ例 ニ於 ケル組 織 學 的 檢 査 ニ ヨ レバ皮 角 ハ主

トシ テ棘 状 細 胞 ノ病 的増 殖 ニ ヨ リ角 化 ヲ來 ス モ ノ ニ シテ,其 初 期 ニ於 テハ乳 頭

ニ何 等 ノ變 化 ヲ認 メズ.即 チ表 皮基 因 説 ヲ以 テ正 當 ナル 解 繹 ナル 事 ヲ唱 ヘ ン ト

ス.

(3)皮 角 ノ誘 引的原因 ニ就 テハ又諸種 ノ原 因 ア リ ト雖,余 ノ例 ニ於 テハ既往

ノ黴毒 竝 ニ反覆 セル輕度 ノ外傷 ガ刺 戟 トナ リ,表 皮 ニ病 的變化 ヲ惹起 シ表皮細

胞 ノ異 常 ノ増殖 ヲ誘發 セル モ ノ ト思考 ス.

附 圖 説 明.

第 一圖.顔 面 左 側 外 眼 角 附 近 ニ 於 ケ ル健 康 ナ ル皮 膚 ノ組 織(Zeiss oculor 4. obj. E.) 

aハ 幽 微 ナ ル角 質層　 bハ マ ル ビギ ー 氏 層

Aハ 表皮　 Bハ 眞皮　 Cハ 毛幹

第 二 圖.皮 角 發 生 初 期 ノ 皮 膚 組 織(Zeiss oculor 4. obj. E.)

Aハ 表皮　 Bハ 眞皮

aハ 高度ニ増殖セル角質層　 bハ 厚 キ顆粒層

cハ 肥厚セルマルピギー氏層　 dハ 毛幹及ビ毛幹 チ圍繞セル角質層

eハ 乳頭　 fハ 毛幹

第 三 圖.第 二 圖d附 近 ヲ擴 大 セ ル 像(Zeiss oculor 4. obj. C.)

aハ 毛 幹 ヲ国 繞 セ ル角 板　 bハ 毛幹

cハ 顆 粒 層 ニ 於 ケ ル變 質 細胞 及 ビ角 化 ノ状 態 ヲ示 ス

dハ マ ル ビギ ー氏 層　 cハ 乳 頭
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